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は じ め に

4 ～ 1 2 月 の 全 体 像

活 動 の 柱 ( A ・ B ・ C )

A ： ふ る さ と 納 税 / 特 産 PR

B ： 関 係 人 口 / 移 住 ・ 交 流

C ： デ ジ タ ル 基 盤

こ れ か ら

目 次
t ab l e  o f  c o n t e n t s
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「 目的：町の魅力発信と外部接点づくりを、再現できる形にする」

0 1 .   は じ め に

・ 本 報 告 は  R � . � ～ � �  の 活 動 を 、 成 果 と 学 び を 中
心 に 整 理 し た も の で す 。

・ 活 動 は  
           ➀ ふ る さ と 納 税 / 特 産 P R  
           ➁ 関 係 人 口 / 移 住 ・ 交 流  
           ➂ デ ジ タ ル 基 盤 の � 本 柱 で 推 進 し ま し た 。

・ 本 日 は  全 体 像  →  柱 A ～ C  →  こ れ か ら  の 順 に 、
要 点 の み お 伝 え し ま す 。



0 2 .   4 ～ 1 2 月 の 全 体 像

土台づくり 4～6 月

・町内外の関係構築／現状把握
（ヒアリング等）

・活動方針を具体化し、情報共有の型
を整備

・返礼品・特産 PR の準備～初動
（発信 / 企画の着手）

現場実践・検証 7～9 月

・町内イベント運営支援で現場理解を
深める

・特産 PR を実施し、反応や導線を
検証

・課題を把握し、改善点を整理
（次へ繋ぐ学び）

外部展開・運用強化 10～12 月

・移住交流や都市圏イベントで接点を
拡大

・対面 PR の反応を分析し、改善方針
を言語化

・SNS/ コミュニティ運用を前進
（継続の土台づくり）



0 3.   活 動 の 柱 A ・ B ・ C

柱 A：ふるさと納税／特産 PR

・対面 PR（販売・試食・抽選）で
反応を検証

・「成果が出る見せ方」を整理し、
改善点を抽出

・次回に再現できる運用の型づくり

柱 B：関係人口／移住・交流

・都市圏イベントで接点を創出
（相談・交流）

・関心テーマを把握し、情報を整理

・継続的な関与へつなぐ導線づくり

柱 C：デジタル基盤

・SNS 発信（継続投稿と改善）

・記録・共有
（Not ion ／議事録の効率化）

・コミュニティ運用
（Discord 導線の整備）

「以降、柱 A→B→Cの順で “成果と学び ”を報告します」



0 4.   柱 A：ふるさと納税／特産 PR

「対面 PR（販売・試食・抽選）で反応を検証し、次回に再現できる形に整理」

【実施内容】

・対面 PR を複数現場で実施（販売・試食・抽選）
・来場者の反応／質問／動線を観察し記録
・課題と改善点を整理（運用・導線・見せ方）

【成果・学び】

・「立ち止まる導線」と「伝わる見せ方」の条件
が明確化

・時間帯、声かけ、特典設計で反応が変わるこ
とを確認

・次回改善に向けた “ 運用の型 ” を言語化



0 5.   柱 B：関係人口、移住・交流

「 都 市 圏 イ ベ ン ト で 接 点 を 創 出 し 、 相 談 内 容 を 整 理 し て 継 続 導 線 に 」

【 実 施 内 容 】
・移 住 交 流 フ ェ ア 等 で  個 別 相 談・対 話  を 実 施（ 暮
ら し ／ 住 居 ／ 仕 事 な ど ）

・ 札 幌 ・ 東 京 の 交 流 イ ベ ン ト に 参 加 し 、 苫 前 に
関 心 の あ る 層  と 接 点 を 拡 大

・ 相 談 内 容 、 関 心 テ ー マ を  分 類 / 整 理 し 、 次 の
ア プ ロ ー チ に 活 用 で き る 形 に し た

【 成 果 ・ 学 び 】
・ 相 談 は 「 暮 ら し （ 住 居 ・ 仕 事 ）」「 地 域 と の 関
わ り 方 」 に 集 中 し や す い

・ そ の 場 の 対 話 だ け で 終 わ ら せ ず 、 次 の 連 絡 や
参 加  ま で 設 計 す る と 継 続 率 が 上 が る

・ “ 情 報 の 出 し 方 （ 資 料 ・ 導 線 ） ” で 、 相 談 の 質
と 深 さ が 変 わ る



0 6.   柱 C：デジタル基盤

「 情 報 の 「 作 る → 残 す → 共 有 す る 」 を 整 え 、 継 続 運 用 で き る 形 に 」

【 実 施 （ 事 実 ）】
・ N ot i o n で 議 事 録 ・ 活 動 記 録 を 整 備 し 、
情 報 共 有 の 型 を 作 成

・ D i s co r d の コ ミ ュ ニ テ ィ 導 線 を 整 備
（ 参 加 導 線 ・ 運 用 方 針 を 整 理 ）
・ S N S 発 信 を 継 続

（ 投 稿 ・ 改 善 を 繰 り 返 し 、 P R 素 材 も 蓄 積 ）

【 成 果 ・ 学 び 】
・ 記 録 は “ 残 す だ け ” よ り 、 検 索 、 再 利 用 で き
る 構 造 に す る と 効 く

・ コ ミ ュ ニ テ ィ は 参 加 後 の “ 次 の 行 動 ” が な い
と 定 着 し に く い  →  導 線 設 計 が 重 要

・ 発 信 は 「 継 続 」 だ け で な く 、 テ ー マ と 型 を 決
め る と 改 善 が 回 る



0 7.   こ れ か ら

ふるさと納税（事務実務）

・ 受 付 ～ 事 業 者 連 携 ～ 返 礼 品 管 理 の
手 順 を 理 解 / 整 備

・ ふ る さ と 新 聞 の 継 続 運 用 へ

デジタルコミュニティ運用

・ 参 加 導 線 、 案 内 、 交 流 の 流 れ を
定 型 化

・ 関 係 人 口 を “ 継 続 接 点 ” に つ な げ る

発信・基盤（ルーティン化）

・ 投 稿 テ ー マ と 制 作 物 を 固 定 し 継 続

・ 運 用 し な が ら 改 善 で き る 状 態 に す る

「 実 務  ×  コ ミ ュ ニ テ ィ  ×  発 信 を “ 定 常 運 用 ” に し て 継 続 的 に 前 進 さ せ る 」



Discord Instagram X

「ご関心がありましたら、ぜひフォロー／参加をお願いいたします。」

0 0.   SNS の 紹 介

苫前町に興味のある方と繋がる
デジタルコミュニティです。

苫前町の魅力を季節の風景や
日常を通して発信しています。

苫前町のふるさと納税やイベン
ト等の情報を発信しています。



Yuri Wakabayashi

ご清聴ありがとうございました
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